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【EMD.GR.JP 掲載のニュース】 
（4 月 22 日～5 月 3 日分） 
 
 
米 Cirrus Logic、同社のチップが

Rio Riot に採用されたと公表 
 
 米 Cirrus Logic は、同社のマイクロプロセ

ッサ「EP7312-90」が SONICblue の HDD
内蔵ポータブルミュージックプレーヤー「Rio 
Riot」に採用されたと公表した。 
 
 EP7312-90 はもっとも高速な ARM-720T
組み込み向けプロセッサ。その高速性能と省

電力アーキテクチャは、製品のシステム性能

とバッテリー寿命の改善をもたらす。 
 
 高度に統合された System on Chip（SoC）

に よ り 、 シ ス テ ム コ ス ト を 削 減 し 、

SONICblueに大容量HDDを搭載したプレー

ヤーを魅力的な価格で販売することを可能に

したとしている。 
（5/3） 

 
 
メルコ、高速 22Mbps 無線 LAN
製品の発売を中止 
 
 メルコは、2001 年 11 月に発表していた従

来の 2 倍の通信速度を実現した次世代無線

LAN「AirStation2x（エアーステーションツ

ーエックス）」シリーズの発売を中止すると発

表した。 
 
 これは、同時に発表した 5.2GHz 帯 
54Mbps高速無線LANと2.4GHz帯 11Mbps
無線 LAN の同時使用が可能なコンボタイプ

のアクセスポイント「WLM-A54L11G」によ

り、「AirStation2x」で実現される既存2.4GHz
帯無線 LAN との互換性、高速通信（22Mbps）
等の利便性がより高い次元にて実現されるた

め。 
 
 「 WLM-A54L11G 」 を は じ め と す る

AirStation5x シリーズは 2002 年夏に発売予

定。 
（5/2） 

 
 
 
 
 

世界規模のホットスポットサービ

スを目指す業界団体が設立 
 
 ホットスポットサービスプロバイダー5 社

と無線 LAN 関連ベンダー5 社は、世界中どこ

に行っても簡単に無線 LAN を使ってインタ

ーネット接続ができるローミング環境を提供

することを目的とした業界団体「Pass-One」
を設立したと発表した。 
 
 Pass-One は、ホットスポットサービスに

関わる各種の技術基準を定めるほか、参加す

るホットスポットサービスプロバイダーに対

し、統合管理サービスを提供していく。 
 
 Pass-One は具体的な活動として、世界共

通のサービス品質と手順を策定すること、実

装する標準仕様を最小限に抑え、参加メンバ

ーのネットワーク間における相互運用性を保

証すること、参加メンバーへの支援などを挙

げている。 
 
 また、サービス基準を満たしたホットスポ

ットサービスプロバイダーには、「Pass-One」
の認定マークを付与することでエンド・ユー

ザーへアピールしていくとしている。 
 
 設立メンバーは、ホットスポットサービス

プロバイダーとして米 Wayport、スウェーデ

ン Tele2、フィンランド Wificom、カナダ

Fatport、Open Point Networks 社と無線

LAN 関 連 ベ ン ダ ー と し て 米 Symbol 
Technologies 、 米 Nomadix 、 米 Funk 
Software、スウェーデン Service Factory、米

TSI Telecommunication Services。 
（5/1） 

 
 
独 Infineon、ウェアラブル MP3
プレーヤーを開発 
 
 Infineon Technologies は、「ファッション

業界」向けの製品として衣類や布地に直接織

り込むことができるウェアラブルチップのプ

ロトタイプを披露、応用製品としてシャツや

ジャケットに直接縫い込める MP3 プレーヤ

ーの試作品を開発したと発表した。 
 
 このプレーヤーは、マイクロコントローラ

／オーディオプロセッサチップ、バッテリー

／MMC モジュール、イヤホン／マイク、折

り曲げ可能なセンサー／キーボードの 4 つの

モジュールから構成されている。すべてのモ

ジュールは布地に織り込んだ特殊な素材を通

して電気的に接続される。 
 
 マイクロコントローラ／オーディオプロセ

ッサチップは、大きさが 25mm x 25mm x 
3mm。他のモジュールと直接接続することが

でき、ソフトウェアによって MP3 プレーヤ

ー、音声認識装置、シンセサイザーなどの機

能を持たせることができる。 
 
 バッテリー／MMC モジュールは、約 50g。
バッテリーはリチウムイオンポリマー電池で

連続数時間の動作が可能。MMC は 64MB に

まで対応し、着脱も簡単で PC や PDA、デジ

タルカメラなどとのデータの交換も可能とな

っている。 
 
 折り曲げ可能なセンサー／キーボードは伝

導性のある特殊な布地に金属製のフィルムが

かぶせられており、触れることでセンサーが

キーボードを押されたことを認識する。 
 
 イヤホン／マイクモジュールも、同様に特

殊な素材を通してマイクロコントローラ／オ

ーディオプロセッサチップに接続される。 
 
 この試作品は、ウェアラブル電子機器など

の新規市場に向けて開発されたチップ、セン

サーおよびパッケージの具体的な応用例とし

て開発された。着心地を悪くしないことと、

そのまま洗濯しても問題ないように考慮され

ているとしている。 
 
 Infineon では、今回の技術がエンターテイ

メント、通信、ヘルスケア、セキュリティな

どの分野で利用価値があるとしているが、具

体的な商品化の予定は明らかにしていない。 
（5/1） 

 
 
Jmusic サーチ、5 月 30 日でサー

ビス終了 
 
 音楽公式情報サイト「Jmusic サーチ」は、

2002 年 5 月 30 日をもってサービスを終了す

ると発表した。 
 
 Jmusic サーチは、社団法人日本レコード協

会と加盟する 22 社により運営されている総

合情報サイト。楽曲データベースだけでなく

関連する様々な一般情報まで網羅していた。 
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 サービスの終了についてリリースでは、サ

イトのオープンから 5 年が経過し、各サービ

スの見直しをした結果、音楽公式情報に関し

ては各レコードメーカーサイトが役割を担う

こととなったとしている。 
 
 なお、一部のコンテンツは日本レコード協

会のサイトと結合することで相乗効果の得ら

れるサービスを目指していくとしている。 
（5/1） 

 
 
ソニーと Real、デジタルコンテン

ツ配信技術分野の協力を強化 
 
 米 RealNetworks とソニーは、デジタルコ

ンテンツ配信ソフトウェア技術に関する戦略

的提携を結び、ソニーがリアルネットワーク

ス株の約 1%を取得することにも合意したと

発表した。 
 
 両社は 2000 年 1 月に著作権保護された電

子音楽配信環境の実現に向けた戦略的提携合

意を結んでおり、ソニーの音声圧縮技術

「ATRAC3」や著作権保護技術「Open MG」

と、リアルネットワークスの製品である「Real 
Player」や「Real Juke Box」などを統合し

てきた。 
 
 今回の合意は、この既存の提携をさらに強

化することを意味しており、具体的には以下

のような協力関係を設定している。 
 
 ・「ATRAC3」のリアルネットワークス製品

へのさらなる統合  
 ・ リアルネットワークス製品のソニーの幅

広いネットワーク対応家庭用機器への採

用  
 ・ ソニーのポータブルオーディオや「Net 

MD」のような「Open MG」機器におけ

る「RealOne」などのリアルネットワーク

スのソフトウェアの互換性強化 
 
 また、「Open MG」をリアルネットワーク

スのデジタルコンテンツ配信技術に組み込む

ことも検討している。 
 
 ソニーはこれらの統合されたデジタル配信

技術をソニーのネットワークオーディオ製品

やソニーコンピュータエンタテインメント

（SCE）のプレイステーション２（PS2）な

ど、様々なネットワーク対応家庭用機器に採

用することを計画しているとしている。 
（5/1） 

 
 
Liquid Audio、CD-R と携帯プレ

ーヤーをサポートした配信サービ

スを発表 
 
 米 Liquid Audio と EMI CMG は、ダウン

ロードした楽曲の CD-R への書き込みと携帯

プレーヤーへの転送をサポートした会員制音

楽配信サイト「BurnITFIRST.com」をオープ

ンしたと発表した。 
 
 BurnITFIRST.com では、月額$9.95 の会費

でひと月に 20 曲の EMI CMG の提供する楽

曲をダウンロードすることができる。 
 
 EMI CMG は世界最大のキリスト教系音楽

の メ デ ィ ア 企 業 。 ユ ー ザ ー は

BurnITFIRST.com で EMI CMG の数千曲の

楽曲にアクセスすることができる。 
 
 BurnITFIRST.com で提供される楽曲ファ

イルは Liquid 形式。Liquid Player により、

ダウンロードした楽曲ファイルの再生、管理、

CD-R への書き込み及び携帯プレーヤーへの

転送を行うことができる。 
 
 なお、Windows Media 形式での配信も

2002 年秋からの対応を予定している。 
（4/30） 

 
 
三菱商事、Attractor サービスを終

了 
 
 三菱商事は、デジタルコンテンツ著作権管

理配信サービス Attractor を 2002 年 4 月 30
日で終了することを公表した。 
 
 Attractor は 、 著 作 権 管 理 技 術 の

Intertrust、決済技術の magex を組み合わせ

たソリューションを提供する ASP サービス。 
 
 PHOTOGET.COM のデジタルフォトコン

テンツの配信に使われていたのを始め、2001
年 8 月にはタワーレコードと共同で音楽コン

テンツの購入もできる CD-ROM「e-bounce 
"special issue"」を無償で 10 万枚配布するな

どした。 
 

 会員には退会手続きを案内すると共に、プ

リペイドバジェットを購入しているユーザー

には、払い戻しの手続きを案内している。 
（4/27） 

 
 
ソニー、SonicStage と OpenMG 
Jukebox をアップデート 
 
 ソニーは、統合オーディオソフトウェア

「SonicStage Ver.1.0 for VAIO / OpenMG 
Jukebox Version 2.2｣ をアップデートする

プログラムソフトウェアを公開した。ファイ

ルサイズは 5,614 KB。 
 
 今回のアップデートにより、インポート画

面で PC ファイルツリービューが正しく表示

されない不具合、バックアップデータからイ

ンポートした際リストア時に OMG ファイル

が消失する不具合、曲の Divide 時に曲が消失

してしまう不具合、 同じ曲名のファイルをリ

ストアした際に曲が消失してしまう不具合、

Net MD 内の曲を「削除前にチェックイン」

するとき、グループ名を含んでいるとチェッ

クインされずに権利だけ消失してしまう不具

合の解決が図られている。 
 
 さらに、『MUSIC NAVI』CD データベー

スによる「CD 情報取得機能」に対応した。

これはサイバーウイング社の運用するオンラ

インによる音楽 CD の販売、情報検索データ

サービス"MUSIC NAVI"を利用したサービ

スで CD ドライブに挿入された音楽 CD の情

報をネット経由で取得できる。 
 
 なお、「OpenMG Jukebox Ver.2.2」と

「SonicStage Ver.1.0 for VAIO」の両方を使

っているユーザーは、「SonicStage Ver.1.0 for 
VAIO」のバージョンが "1.0.06." 未満の場

合 、 こ の ア ッ プ デ ー ト を 行 な う 前 に

「SonicStage Ver.1.0 for VAIO」のアップデ

ートをする必要がある。 
（4/26） 

 
 
アルプス電気、電灯線通信モデム

に参入 
 
 アルプス電気は、2001 年 11 月にきんでん、

イトラン社（ITRAN Communications Ltd. 
イスラエル）、マクニカと合弁で、電灯線通信

（PLC：Power Line Communication）技術
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ネットワーク専門会社「株式会社プレミネッ

ト」を設立、PLC 用通信モデムおよびモジュ

ールの開発に着手したと発表した。 
 
 アルプス電気は、通信デバイス事業部（福

島県相馬市）にて、イトラン社が開発した、

スペクトル拡散方式によるデータ通信 LSI を
搭載した PLC 用通信モデムと、セット機器組

み込み用モジュールの開発に着手した。 
 
 PLC は、オフィスや各家庭に張り巡らされ

た 100Ｖの「電灯線」を、データ通信のため

の「通信線」として活用し、電源コンセント

を信号コネクタとして使用することで、ネッ

トワークを構築するシステム。4～20MHz の

周波数帯を使用し、2.5～24Mbps の通信速度

を実現する。既存のインフラを活用する容易

さから、将来、市場での広がりが期待されて

いる。 
 
 現在、日本国内では、電波法の規制によっ

て、450kHz 以下の周波数帯で通信速度

9.6kbps 以下の低速通信にとどまる。 
 
 アルプス電気では、規制緩和に伴う電波法

改正を視野に、今後有望な PLC 市場に向け、

第 1 ステップでは通信用モデムで市場参入を

行い、第 2 ステップでは Bluetooth で培った

インターフェース技術、高密度実装技術など

を駆使した小形化、高信頼性を実現する製品

の開発へ取り組んでいくとしている。 
（4/26） 

 
 
有線ブロード、HFC 通信のフィー

ルド実験を開始 
 
 有線ブロードネットワークスは、光ファイ

バー・同軸ケーブルを組み合わせた（HFC：

Hybrid Fiber Coax）通信のフィールド実験

を開始すると発表した。 
 
 このフィールド実験は、有線ブロードが既

に音楽放送用に全国に敷設している同軸ケー

ブルをアクセス網の一部として活用するも

の。HFC 通信は技術的に最大 30Mbps の高

速通信が可能となっている。 
 
 実験期間は、2002 年 6 月 1 日から 2002 年

8 月 31 日。実験対象エリアは、東京都世田谷

区内一部地域。 
 

 有線ブロードは、全国に約 22 万キロの有

線音楽放送用の同軸ケーブルを保有してお

り、現在、不採算地域を中心に約 50％のケー

ブルを撤去するプロジェクトを進行中。 
 
 光ファイバー・同軸ハイブリッド（HFC）

通信の本サービス開始は 2002 年度内を予定

しており、最大 100Mbps の超高速インター

ネット・サービス（FTTH）を補完する形で

活用していくとしている。 
（4/26） 

 
 
NTT Com、IEEE802.11a/b デュ

アルホットスポットサービスを発

表 
 
 NTT コミュニケーションズ（NTT Com）

は、2001 年 7 月より実施してきた公衆エリア

無 線 LAN イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 実 験

「Hi-FIBE」を終了し、2002 年 5 月より無線

LAN サービス「ホットスポット」の商用サー

ビスを開始すると発表した。 
 
 NTT Com の「ホットスポット」は、

IEEE802.11b だけでなく、IEEE802.11a に

も準拠。無線区間最大 11Mbps/36Mbps の高

速インターネット接続を提供する。 
 
 セキュリティについては IEEE802.11b に

準拠した ESS-ID、WEP を標準で採用。また、

SSL によりログイン時に ID・パスワードの

セキュリティを確保する。これら標準技術の

みを利用することより多種多様なOS･端末で

容易に利用可能となっている。 
 
 利用料は月額 1,600 円の定額制。申込手数

料として 1,500 円が別途必要になる。 別途

IEEE802.11b もしくは IEEE802.11a に対応

した無線 LAN カードが必要。月額利用料及

び申込み手数料の支払いは、原則クレジット

カードによる支払いのみとなっている。 
 
 提供エリアは東京都 23 区内約 200 拠点か

らスタート。2002 年度内には 1000 拠点程度

まで増える予定。「Hi-FIBE」の実験開始店舗

であったモスバーガー店舗の大幅拡大の他、

ミニストップ店舗の拡大、プリンスホテル系

列への拡大を実施する予定となっている。 
 
 提供開始は 2002 年 5 月 15 日（予定）から。

申し込みは「ホットスポット」ホームページ

にて、5 月 8 日より受け付ける。これに伴い、

無 線 LAN イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 実 験

「Hi-FIBE」は、2002 年 5 月 12 日をもって

終了する。 
 
 また、2002 年 5 月 15 日から 5 月 31 日ま

での間、申し込み手数料等無料のお試しキャ

ンペーンも実施する予定。 
（4/25） 

 
 
米 Real、オーディオとビデオコー

デックの新バージョンを発表 
 
 米 RealNetworks は、オーディオコーデッ

ク 形 式 の 新 バ ー ジ ョ ン 「 RealAudio 
Surround」とビデオコーデック形式の新バー

ジョン「RealVideo 9」を発表した。 
 
 RealVideo 9 ではブロードバンド接続では

放送品質並の画質を実現するとともに、各ク

オ リ テ ィ レ ベ ル で 前 バ ー ジ ョ ン の

「RealVideo 8」に比べて帯域を 30%節約す

る。また、RealAudio Surround は、44Kbps
以上でマルチチャンネルサラウンドを実現す

る。 
 
 RealNetworks では、両社を組み合わせる

ことによって、ブロードバンド環境において

ホームシアター並みのコンテンツ提供を実現

できるとしている。 
 
 既に、コンテンツ提供会社 21 社が

RealVideo 9 に対応したコンテンツを提供し

ており、さらに 15 社が、対応コンテンツを

提供する予定となっている。 
 
 なお、RealVideo 9 には Windows 版の

「RealOne Player」と Windows 版および

Mac 版の「RealPlayer 8」が対応している。

RealVideo 9 に対応する Unix 版の RealOne 
Player と PocketPC 版の RealPlayer は、今

後 30 日以内にリリースされる予定。 
（4/25） 

 
 
J-COM Broadband、3 月末の加入

世帯数を発表 
 
 ジュピターテレコム（J-COM Broadband）
は、同社が運営するケーブルテレビ局の総加

入世帯数は、2002年3月末現在で135万5300
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世帯に達したと発表した。 
 
 J-COM Broadband 局は 3 月末現在で 19
社。総加入世帯数はケーブルテレビ、電話、

高速インターネット接続サービスのうち、少

なくとも一つのサービスに加入している世帯

数。2001 年 3 月末実績に比べ、37 万 7300
世帯の伸びとなり、39％の増加となってい

る。 
 
 うち高速インターネットについては 36 万

4100 世帯、前年同期比 18 万 700 世帯の増加

となり、ほぼ倍増となっている。 
 
 2002 年第 1 四半期（1 月－3 月）において

も、高速インターネットの純増数は 4 万 3400
世帯と順調に伸びているとしている。 

（4/24） 
 
 
中部電力、FTTH 事業に参入  

 
 中部電力は、光ネットワークのインフラを

活用した FTTH（ファイバー・トゥ・ザ・ホー

ム）事業へ、自ら直接実施する方法により参

入すると発表した。 

 

 中部電力では、2000 年 7 月に「光ネットビ

ジネス実証研究会」を設立、55 の企業・団体

と約 1000 軒のモニターの参加、協力を得て、

光ネットワークや無線等のインフラを活用し

た「ｅ－ビジネス」の事業性について検討・

評価してきた。 

 

 サービス内容は最大 100Mbps のベストエフ

ォート型、インターネット接続事業（ISP）を

含めたサービスを提供する。 

 

 サービス開始時期は 2002 年秋を目途にし

ており、夏頃までに総務省に対して第一種電

気通信事業の許可申請を行う予定としてい

る。 

 

 サービスエリアは中区など一部地域を除き

名古屋市で 2002 年度下期中にサービス提供、

2003 年度上期中には名古屋市内全域でサー

ビス提供を予定している。 

 

 なお、具体的なメニュー・料金等について

は今後決定するとしている。 
（4/24） 

 

ソフトバンク・グループ、ホット

スポットサービス「Yahoo! BB モ

バイル」発表 
 
 ソフトバンク・グループ、ビー・ビー・テ

クノロジー、ヤフーは、Yahoo! BB のブロー

ドバンド・インフラを活用した無線による超

高速インターネット接続サービス「Yahoo! 
BB モバイル」の提供に向けて、本格的な実

証実験を 2002 年 4 月より行うと発表した。 
 
 「Yahoo! BB モバイル」は、2.4GHz 帯の

周 波 数 を 活 用 し た 無 線 LAN 規 格

IEEE802.11b に準拠。下り最大 8Mbps の無

線による高速インターネット接続を提供す

る。 
 
 利用料は月額 2,280 円を予定している。別

途 IEEE802.11b を対応した無線LAN カード

が必要。無線 LAN カードはレンタルでも提

供され、月額レンタル料金は 390 円(予価)。 
 
 なお、実証実験の検証が済み次第、商用サ

ービスを開始するとしている。商用サービス

の開始時期や詳細については明らかにしてい

ない。 
（4/24） 

 
 
Midbar、日本の CD 製造工場への

導入を公表 
 
 Midbar は、同社の Cactus Data Shield コ

ピーコントロールシステムのエンコーダーと

なる CDS プロセッサが日本の上位 5 つまで

の CD 製造工場に導入されたと発表した。 
 
 Cactus Data Shield は、2002 年 3 月にエ

イベックスからリリースされたコピーコント

ロール CD に採用された技術。 
 
 Midbar では、世界第 2 位のマーケットで

ある日本において、最初に導入されたコピー

コントロール技術企業となったとしている。 
（4/24） 

 
 
アップル、iPod と Mac 本体で 1
万円キャッシュバックキャンペー

ン 
 
 アップルコンピュータは、iPod と iMac、

iBook、Power Mac または PowerBook のい

ずれかを併せて購入したユーザーを対象に、1
万円のキャッシュバックを行なう「iPod キャ

ッシュバック」キャンペーンを発表した。 
 
 キャンペーン期間は 2002 年 4 月 24 日から

6 月 30 日まで。対象となるのはキャンペーン

期間中に 5/10GB の iPod と Macintosh 本体

を iMac/iBook デモ展示販売店もしくは、オ

ンラインストア「アップルストア」にて購入

したユーザー。 
 
 申し込みは、アップルのホームページもし

くは店頭で配布される申込書といっしょに必

要書類を送付することが必要。申し込み後、1
万円分の郵便為替でキャッシュバックする。

申し込みは 7 月 15 日消印分まで有効。 
 
 必要書類は購入した対象製品（Mac）の保

証書のコピー、購入した iPod の保証書のコピ

ー、購入した対象製品（Mac）と iPod それぞ

れのご購入日、ご購入金額が明記されたもの

（レシートのコピー、領収書のコピー、納品

書のコピーなど）。 
 
 なお、中古品や整備済み製品は対象外とな

る。 
（4/24） 

 
 
ビクター、高音質化技術「CC コ

ンバーター」搭載ミニノートを発

表 
 
 日本ビクターは、AV 機能やモバイル環境

での使い勝手が強化された「 Microsoft 
WindowsXP」を OS に採用した、小型・軽量、

A5 サイズのモバイルミニノート PC
“InterLink（インターリンク）”「MP-XP7210
／XP3210」を発表した。 
 
 「MP-XP7210」はミニノート PC 最速レベ

ルの「超低電圧版モバイル  インテル

Pentium3 プロセッサ 800MHz-M」CPU を

搭載。マグネシウム合金製・薄型 28 ミリの

スタイリッシュなシルバーボディを採用し、

885g の軽量を実現している。（「MP-XP3210」
は「超低電圧版モバイル Celeron 650MHz」、
880g） 
 
 「CC コンバーター」は、2000 年 12 月 21
日に発表した、“CD などのデジタル音楽デー
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タを波形分析し、もとのアナログ音楽データ

（製作時：デジタル化される前＝CD になる

前）を想定して、その波形に近づくようにリ

アルタイムで演算処理するデジタル信号処理

技術”。これまで Hi-Fi タイプの CD プレーヤ

ーや AV アンプに搭載している。 
 
 今回、「MP-XP7210／XP3210」には、こ

の「CC コンバーター」技術をソフト化して

搭載し、デジタル化によって失われたデータ

だけでなく、圧縮処理によって失われた音楽

データの復元も対象としており、ソフトウェ

ア処理による最適な周波数帯域拡張処理を開

発し、圧縮データ、LPCM データに最適なモ

ードを用意している。 
 
 「MP-XP7210／XP3210」では、PC 上の

あらゆる音声ファイルの高音質化を実現する

ため、ソフトウェア処理による「CC コンバ

ーター」を最終段に配置。これにより「CC
コンバーター」処理された音声信号は、ヘッ

ドホン端子、内蔵スピーカー、USB 端子から

出力され、高音質な音楽再生を実現している。 
 
 発売は 2002 年 6 月上旬より、価格はオー

プンプライス。 
（4/23） 

 
 
NTT 西日本、B フレッツのピンポ

イントサービスエリアを拡大 
 
 NTT 西日本は、2001 年 12 月から NTT 西

日本エリアの県庁所在地級都市を対象にサー

ビス提供している「B フレッツ」のピンポイ

ントサービス対象エリアを西日本エリアの全

市制施行都市等に拡大すると発表した。 
 
 ピンポイントエリア展開は、収容ビル単位

での面的なサービス提供でなく、ユーザーか

らの申込みがまとまったエリアに対して、光

配線ルート（方面別に張られた光ケーブルル

ート）がカバーするエリア単位でサービス展

開する方法。 
 
 まとまった申込みとは、光配線ルート単位

に 10 加入以上となる。そのため、サービス

提供エリア内においても、NTT 西日本の設備

状況等により申し込みをしてから利用できる

まで、一定の期間待つ場合がある。 
 
 今回、サービス対象エリアを西日本エリア

 のすべての市制施行都市（370 市）および一

部の町村とすることで、ユーザカバー率は

NTT日本エリア全体の約 80％にまで達する。 
（4/22） 

 
 
ク リ エ イ テ ィ ブ 、 NOMAD 
Jukebox3 日本語版を発表 
 
 クリエイティブメディアは、SB1394 に対

応し 20GB の HDD を搭載したオーディオプ

レーヤー「NOMAD Jukebox 3」を発表した。

発売は 2002 年 4 月下旬より、価格はオープ

ンプライスで推定小売価格は 52,800 円前後。 
 
 対応コーデックは MP3、WMA、WAV。ビ

ットレートは MP3 で 320kbps、WMA で

160kbps まで対応している。S/N 比はライン

アウト端子で98dB、ヘッドホン端子で96dB。 
 
 PC との接続インターフェースには

SB1394 と USB1.1 に対応。SB1394 は同社

のサウンドカード「Sound Blaster Audigy」
ファミリーに搭載されている IEEE1394互換

のインターフェース。USB1.1 インターフェ

ースの約 10 倍以上の速度で転送できる。 
 
 アナログのラインイン端子と光デジタル端

子も搭載し、CD や MD などからの音楽をリ

アルタイムにWAVまたはMP3形式にエンコ

ードして保存することができる。 
 
 132 x 64 ピクセルの青／緑 2 色 EL バック

ライト付液晶ディスプレイは日本語表示にも

対応、オリジナルのスタートアップ画面に変

更することもできる。 
 
 電源はリチウムイオンバッテリー、約 11
時間の連続再生時間が可能となっている。ま

た、本体内にセカンドバッテリーベイが用意

されており、もう一本のバッテリーを搭載す

ることで約 22 時間の連続再生を達成する。 
 
 また、大容量のデバイスに収められた大量

の楽曲を素早く検索、選択できるようにスク

ロールホイールを採用、楽曲やアーティスト

の頭文字を指定しての検索を行うことができ

る。 
 
 さらに、EAX Audio Technology を搭載、

先進的な音響空間効果を演出する。 
 

 ファームウェアのアップグレードにも対応

し、16MB の DRAM バッファにより 7 分間

の音跳び防止機能を実現している。 
 
 付属ソフトウェアは、楽曲のエンコード、

再生、管理、転送を行う「Creative PlayCenter 
3」日本語版、オーディオ形式以外のファイル

を Jukebox に転送できる「Creative File 
Manager」。「Creative PlayCenter 3」には

PC 内と Jukebox の楽曲ファイルの同期を行

う「Creative AudioSync」が搭載されている。 
 
 大きさは 123 mm x 130 mm x 35 mm の

289g（バッテリー除く）。従来製品に比べ、

ボディーサイズは一回り小さくよりスリム

に、本体重量は約 100g 軽くなっている。 
（4/22） 
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【EMD.GR.JP コラム】 
「コピーコントロール CD を肯定

する」 
 
 2002 年 3 月 17 日、エイベックスから日本

で初めてとなるコピーコントロール CD が発

売された。 
 
 それを遡ること 2 ヶ月半、2001 年末から一

般紙でレコード会社のコピーコントロール

CD 発売の意向が報道されてから実際の発売

に至るまで、ネット上には様々な情報が溢れ

た。  
 それらの多くは不確かな情報を元にした混

乱を多く含んだものだったが、実際の発売以

降は実物を踏まえての分析、情報へと変わり、

いくつかのサイトには意見や論評も見られる

ようになった。 
 
 しかしながら、「コピーコントロール CD に

ついて」と題される意見や論評は情報不足と

短視眼的な捉え方によって、問題の本質を見

えにくくしているように思われる。  
 昨年夏のコラム「MP3-CD プレーヤーは生

き残れるか」において、このような事態を予

測していた者にとって、この混乱ぶりは意外

でもあり、またこのサイトのコラムに何の力

もないことを改めて実感させてくれた。  
 それでも、改めてこの問題について語る必

要はあると考えるきっかけになったことも確

かだ。 
 
 今回のコラムには、少々挑発的なタイトル

を付けることにした。それは、こうした態度

の表明の不在がこの問題を些末な論議に追い

込んでいることにネット上の書き手たちがあ

まりに無自覚であると感じたからだ。  
 
 －コピーコントロール CD を肯定する－ 
 
 このコラムの書き手としてその態度を明ら

かにすることにより、この問題について述べ

ていくことにする。  
 

 
 今回エイベックスがコピーコントロール

CD に採用したのは Midbar 社の「CDS
（Cactus Data Shield）200」という技術だ。

世の中には他にもいくつか同様の技術はあ

り、今後それらが併存していく可能性は否定

できない。ただ現時点ではエイベックス以外

のレコード会社も含めリリース予定とされて

  いるコピーコントロール CD は、いずれも

CDS200 を採用するとされている。 
 
 既にいくつものサイトで述べられているの

で改めて詳しく述べることはしないが、この

技術は著作権保護の観点から言えばかなり緩

くなっている。できないとされている PC で

のリッピングに関しても、そのやり方をネッ

トで探すのはさほど難しくないし、むしろい

くつかの市販ソフトウェアを使えば苦もなく

できてしまうほどの容易さだ。 
 
 この点について、コピープロテクトの厳し

さと CD プレーヤーの互換性は二律背反にあ

るとされており、コピープロテクトの厳しさ

よりも、CD プレーヤーとの互換性を優先さ

せた今回の判断は間違っていない（この互換

性の問題は後ほど述べる）。  
 コピープロテクトを厳しくしても、それを

破る者は必ず現れる。それよりも、より多く

の消費者が当たり前に聞ける環境を提供する

のは当然のことだ。  
 このコピープロテクト技術の緩さからか、

今回の CD は「コピープロテクト」ではなく、

「コピーコントロール CD」と名付けられた。

日本レコード協会が「複製制御 CD」という

呼び方で追認したことにより、短期間のうち

にこの呼び名が定着してしまいそうである。 
 
 こうしたコピープロテクト技術の未熟さを

指摘するのは技術系（を標榜する）サイトに

多く見られる。ただ、それらの意見を見てい

くと、あまりの容易さに肩すかしを食らった

ことに対する憤りという印象を受ける。特に

コピープロテクトを外すことを売りにしてい

る者からすれば、自らの技術力をアピールす

る絶好の機会と期待していたにも関わらず、

素人レベルの技術で破ることのできるプロテ

クトに逆ギレしたというのが適当なのではな

いだろうか。  
 そのため、彼らの意見の本質は「コピーコ

ントロール CD に反対」というよりも「コピ

ープロテクトはもっと強くすべき。そうした

ら破り甲斐もある」というものになるだろう。 
 

 
 言うまでもなく、このコピーコントロール

CD は正しいオーディオ CD の規格「レッド

ブック」には準拠していない。今後登場する

コピーコントロール技術においてもそれは変

わらないだろう。 
 

 このことを取り上げて、コピーコントロー

ル CD の「CD」という呼び方は不適当である、

とか、あるパッケージには「オーディオ CD」

のロゴが残っていた、という議論は問題を矮

小化するばかりで本質を見えにくくしてい

る。  
 呼び名は多く使われれば定着してしまうも

のであるし、パッケージのロゴについては生

産部材の手だてが間に合わなかっただけで、

それを論うのは新聞・雑誌の誤植を指摘する

程度のものでしかない。 
 
 ここで結論めいたものを先に書いてしまう

なら、「コンパクトディスクは（ビジネス上）

終わったメディアである」ということだ。コ

ピーコントロール CD はその末期に現れた過

渡的なメディアに過ぎない。また、本来は世

の中に出てくることすら無かったかもしれな

いメディアであったということができる。 
 
 なぜなら、業界として規格化された著作権

保護を施したデジタルオーディオメディアは

既に存在しているからだ。それはすなわち

「DVD オーディオ」であり「スーパーオーデ

ィオ CD（SACD）」である。これらは CD よ

りも高音質であり、かつ著作権保護の仕組み

を持っている。  
 これらに対応したソフトが少ないのは単に

マーケティングの問題に過ぎない。プレーヤ

ーがまだ高価で、普及台数が少ないからだ。

プレーヤーが十分に安くなり普及台数が増え

れば、いつだって現在の CD が DVD オーデ

ィオや SACD に置き換わってもおかしくな

い。 
 
 新たなメディアということで考えれば、こ

のサイトでも紹介したことのある DataPlay
も候補として良い。ちょうど同じようなタイ

ミングの 2002 年 3 月に ZOMBA レコードの

タイトルが DataPlay メディアで発売される

と発表されている。  
 DVD オーディオや SACD では音楽の携帯

性が損なわれると訴える向きには DataPlay
の可搬性は説得力あるものとなるだろう。  
 その普及実現度には疑問符も付けられてい

るが、需要が高ければ DVD オーディオや

SACD の可搬性を補完するものとなりうる。 
 
 それら新しいメディアへの移行があまりに

理想論というなら、間に DVD ビデオを挟ん

でも良い。  
 DVD ビデオはゲーム機でサポートされた
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こともあり、既に十分なマーケットを形成す

るだけの普及率になっているし、ほとんどの

メジャーアーティストはプロモーションビデ

オ（PV）を制作している。最近では PV を中

心にしたパッケージが DVD ビデオのチャー

トの上位にランクされることも珍しくはな

い。  
 今後、シングル CD はすべて DVD ビデオ

となって発売する。そんな方針を表明するレ

コード会社があっても驚きはしない。その先

には「DVD オーディオ」か「SACD」、もし

かすると「DataPlay」が待っている。コピー

プロテクト CD は CD からそれら新しいデジ

タルメディアへの橋渡しに過ぎないのだ。 
 

 
 コピーコントロール CD を巡る意見でよく

見かけるのはその不便さを訴えるものだ。  
 まず、コピーコントロールによって再生で

きないオーディオ CD プレーヤーが存在する

こと。これもいくつかのサイトで具体的な製

品モデル名を見ることができる。そして、そ

れらの機器のメーカーの出す、「コピーコント

ロール CD についてはサポートしない」旨の

コメントを喜々として並べている。 
 
 この互換性の問題に関して、筆者は楽観的

に見ている。  
 各メーカーは横並びにコメントを出してい

るが、それらは現在世の中に出ているプレー

ヤーについてサポートできない旨を表明して

いるに過ぎず、今後の製品についても非サポ

ートと宣言しているわけではない。もちろん

コピーコントロール CD に反対の表明をして

いるわけでもない。 
 
 例えば、今後各メーカーが CD プレーヤー

の新しいモデルを発表するに当たって、コピ

ーコントロール CD が再生できないままにし

ていることがあり得るだろうか。特に日本の

若者市場を重視する国内メーカーはエイベッ

クスの CD が再生できないプレーヤーを発売

することはできないはずだ。今後は少なくと

も CDS について対策を施したものを（それ

を公にするかしないかはともかく）発売して

くるだろう。 
 
 その具体的な対策もさほど難しくなく、プ

レーヤーのファームウェアのレベルで十分対

応可能と筆者は聞いている。そのため、一部

のファームウェアのアップデートを保証して

いる MP3-CD プレーヤーは早晩コピーコン

  トロール CD 対応のファームウェアを発表す

るものと予想される（もちろん、公にはなら

ない可能性もあるが）。 
 

 
 また、シリコン系オーディオプレーヤーが

利用できなくなってしまうという意見は、パ

ソコンでのリッピングを前提に考えているか

らに過ぎない。  
 このサイトが最初から主張しているよう

に、パソコンおよびシリコン系オーディオプ

レーヤーに対しては音楽配信というルートが

ある。 
 
 ブロードバンド環境がこれだけ安く普及し

てきた状況で、音楽配信が通信料金で割高で

あるという論理はもう通用しない。楽曲の価

格にしても、エイベックスは一曲辺りの価格

を 200 円にすると表明している。  
 エイベックスの配信は現在、OpenMG によ

る ATARC3 しか対応していない。必然的に対

応プレーヤーは限定されてしまうわけだが、

これも WMA や AAC での配信技術は既にあ

り、それに対応するかしないかは良いパート

ナーが見つかるかというビジネス上の問題に

過ぎない。 
 
 もっとも、それですべてのシリコン系オー

ディオプレーヤーが利用できるようになるわ

けではない。著作権保護を全く考えていない

MP3 プレーヤーは存在するし、そうしたプレ

ーヤーは音楽配信には利用できない。  
 もしそうしたプレーヤーを大事に使ってい

るのであれば残念であったというより他な

い。購入時にその製品が将来に渡って利用で

きるかは消費者の判断に任されている。そう

した購入時の判断ミスは間々あるものだ。 
 

 
 これまで述べてきたように、発売する側が

意図していない環境も含めて、コピーコント

ロール CD（もしくは収録されている楽曲）

が本当に利用できない環境は当初想像されて

いたよりも少ない。  
 そのため、コピーコントロール CD への反

対を表明しているサイトのいずれもがそうし

た訴えを多くのユーザーにアピールしている

とは言えない状況が存在する。  
 中には不買運動のようなことを訴えている

サイトもあるが、仮にその CD を購入したい

というユーザーがいて、そのユーザーが持っ

ているオーディオ機器においては問題なく再

生でき、その音質にも満足している場合、そ

のユーザーに購入するなと働きかけるだけの

説得力に欠けていることにもう少し自覚する

べきだ。 
 
 このまま規格外のメディアが大量に生産さ

れることへの危機感を訴えることの意義は認

めたいが、ユーザーが利用できる環境が与え

られていれば大きなムーブメントにはなりに

くい。しかも先に述べた通り、規格化された

メディアが出番を待っている状況では新しい

デジタルメディアを後押しする論拠となって

しまう。 
 
 また、エイベックス、そして日本レコード

協会はコピーコントロール CD の発売に当た

って、音楽 CD の売り上げ減の一因を「カジ

ュアルコピー」として取り上げている。  
 コピーコントロール CD に反駁するサイト

が、それを取り上げ、反証するのはまんまと

戦術に嵌っているとしか言いようがない。  
 曰く、「自分の周りにはコピーしている人は

いない」とは、自らの狭い範囲での経験を元

に、それを世の中全てに当てはめてしまうと

いう「コピーしている人がいるために売り上

げが落ちている」という論拠と同じレベルに

あることに気付くべきだ。 
 
 もちろん、音楽 CD の売り上げ減を経済状

況や音楽の質、中心となるユーザー世代の消

費動向の変化、例えば CD よりも携帯電話代

にお金をかけるというような要因は十分に考

えられるし、否定することはできないだろう。 
 ただ、レコード会社はそうしたユーザー動

向に最も敏感であることが求められており、

それ故に存在意義があるともいえる。それだ

けに、レコード会社自らがその経済活動ゆえ

に売り上げ減を自らの努力不足と言うはずも

なく、それを指摘したところで意味はない。

とりわけ、エイベックスの音楽やアーティス

トの質を問うのは、さらに議論のレベルを低

くしているだけだ。 
 

 
 今ここまで、「コピーコントロール CD を肯

定する」というタイトルに沿って、筆者の意

見を述べてきた。  
 ただし、筆者もエイベックス、もしくはレ

コード協会のコピーコントロール CD に関す

る対応がすべて完璧であるとは考えていな

い。  
 そこで、コピーコントロール CD をきちん
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とユーザーに理解してもらうための行っても

らいたい施策を何点か提言したい。 
 
 まず最初に、現在採用されているコピーコ

ントロール CD 技術で再生できないプレーヤ

ーの情報をモデル名まで開示すること。  
 エイベックスという一企業にその任を負わ

せるのが厳しいのであれば、是非日本レコー

ド協会で音頭を取ってもらいたい。そこで積

極的にプレーヤーメーカーと連携をとって再

生できるプレーヤー、できないプレーヤーの

情報を開示する。媒体はネットでも良いし、

理想的には各 CD ショップでの告知が望まし

い。  
 メーカーからは非対応のプレーヤー情報の

開示に難色を示されることは容易に想像でき

るが、ネット上の噂レベルの不確かな情報が

広まることのリスクを考えて欲しい。そうし

た確固たる情報がないために、MP3 プレーヤ

ー関連サイトで「Net MD プレーヤーがコピ

ーコントロール CD では利用できない」など

と誤った情報がまかり通ってしまうのだ。 
 
 また、言い方は難しいと思うが、ポスト CD
に向けたビジョンを示して欲しい。上記で述

べているように既にポスト CD 候補となるい

くつかのメディアの規格は存在しており、著

作権保護を考えた場合、そうしたメディアに

移行していくことは避けられないと考える。 
 既存のメディアとプレーヤーを捨てること

は消費者からの反発を生む要素ではあるが、

通信や放送の分野でも新たなデジタル化によ

って既存の機器や設備の入れ替えは進められ

ており、音楽メディアも同様のビジョンを示

す時期に来ているように考える。 
 
 さらに、手前みそではあるが、ポスト CD
の中に多少なりとも音楽配信というメディア

が考えられるのであれば、それを積極的にア

ピールすべきだ。エイベックスでは音楽配信

の値下げとコピーコントロール CD の発売に

は関係がないとコメントしているが、むしろ

逆ではないか。  
 インターネットに対する理解はこの 1、2
年で大きく変化した。音楽配信がパッケージ

メディアに置き換わることはまずないだろ

う。いつになっても消費者は形のあるものを

好むものだ。どんなに音楽配信が盛んになっ

ても CD ショップは生き残る。  
 ただ、パッケージメディアを必要としない

消費者も存在し、それがレンタル市場を支え

ている。それがカジュアルコピーの温床にな

  っているのだとすれば、音楽配信を積極的に

取り込むことで置き換えを図ることができ

る。  
 ブロードバンドの普及も相まって、アピー

ルのタイミングとしてはちょうど良いと考え

る。それが、カジュアルコピーをパソコンユ

ーザーにこれ以上広めさせないための施策で

はないだろうか。 
 
 欲を言えば、エイベックスには今後も複数

の配信規格に対応する用意のあることを表明

してもらいたい。少なくとも WMA への対応

はサービス提供業者も少なくないため、条件

は有利だろう。  
 単にコピーをしないように、と訴えるだけ

でなく、それに代わる様々な努力をレコード

会社側も行っていること、それによって消費

者の利便性をなるべく向上させようとしてい

ること、そうしたアピールが今求められてい

るのではないだろうか。それらをきちんと受

け入れるユーザーは決して少なくないと信じ

たい。 
 

 
 最後にもう一度、ネット上で展開されるコ

ピーコントロール CD 反対運動について述べ

ておきたい。  
 コピーコントロール CD に反対するサイト

が主張する「リッピングする自由」に説得力

がないのは、それが彼らが努力して勝ち取っ

た自由ではないからだ。 
 
 たとえて言えば、今回のコピーコントロー

ル CD を巡る論争は、「自動車の無かった時代

に作られた道路に制限速度を設けるか否か」

というようなものだ。道路というものの本質

がより安全に人が移動することのできるメデ

ィア（インフラと言い換えても良い）である

のなら、そこに新たな技術、この場合は自動

車、が生まれた時点でその危険性も踏まえて

新しいルールが作られるのは自然なことだ。

それに対し、「時速何 km で走っても良い自

由」を主張しても暴走族に間違われるだけだ

ろう。 
 
 ネット上にも「デジタルコンテンツは無料

であるべき」という主張は存在する。それを

「暴走族」と同義に捉えることの危険性は承

知しているつもりだが、著作物の権利者にと

って、それらは自らの財産を危険にさらすも

のとして同じようにしか見えない、というこ

とは自覚しても良いと考える。 
 そうした混同を防ぐには自らの依って立つ

態度を明確にすることが必要だというのは冒

頭に述べた通りだ。上記のたとえを借りるな

らば、「制限速度のない自動車専用道路は作れ

ないか」などという提案はできるはずだ。そ

うした新たな提案のない姿勢が議論を不毛な

ものにしている。 
 
 
 それらを踏まえた上で、コピーコントロー

ル CD をやめさせたいと考えているならば、

意見や態度を同じくする企業や団体と共にレ

コード会社に訴えかければ良い。欧米で行わ

れているロビイ活動のように行政に訴えかけ

てもいいはずだ。  
 そうした行動を起こすには金も力もないと

言うかもしれない。けれど、本来そうした活

動のためにネットは存在するのではないだろ

うか。本当にコピーコントロール CD につい

て反対運動をしたいのであれば、ネットを活

用していくらでも運動はできるはずだ。  
 ちなみに、2002 年 4 月 30 日現在まで

「 cccd.gr.jp 」 や 「 cccd.jp 」 、

「copycontrolcd.com」といった、いくらでも

活動に使えそうなドメインは空いている（こ

のサイトの代表者に進言したところ、取得し

てサイトを開いても内容が重複するので必要

ないとの話だった）。 
 
 もし、そうした活動が無意味で、所詮大企

業の論理で進んでいくものだと考えているの

であれば、そうした考えこそが自らがネット

上に展開している意見を自己満足の無意味な

ものにしているということに気付いて欲し

い。 
 

 
 最近になって、いくつかのサイトでは冷静

に今回のコピーコントロール CD が著作権に

ついて考える良い機会だという意見を目にす

るようになった。  
 こうした誰も読んでいないかもしれない文

章も含め、すべての創作物には著作権がある。

今後ますます進歩していくデジタル技術にお

いて、それらを考慮しないことは最早不可能

だ。 
 
 多分、コピーコントロール CD に反対する

と表明している中にも著作権は大事だと考え

る人はいるだろう。そうした人は是非、もう

一度何が問題に本質かを考えてみて欲しい。



 

EMD Magazine 第 19 号 
 - 9 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そうした意見の交換が我々が受け取る（配信

も含めた）音楽パッケージをより良いものに

する原動力であると筆者は信じている。 
（2002/05/01、日夏雄高） 
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